
放課後児童クラブ関連資料 

※第１回専門委員会（平成２５年５月２９日）の資料２について、 
 平成２５年５月１日調査の結果を反映し、データ更新したもの。 

参考資料 



○クラブ数   ２１，４８２か所  （参考：全国の小学校約21,132校） 

○登録児童数   ８８９，２０５人 （全国の小学校１～３年生約３２５万人の２４％程度＝約４人に１人） 
○利用できなかった児童数（待機児童数）  ８，６８９人〔利用できなかった児童がいるクラブ数 1,612か所〕 

放課後児童クラブについて 
【事業の内容、目的】 

共働き家庭など留守家庭のおおむね10歳未満の児童に対して、児童館や学校の余裕教室、公民館などで、
放課後に適切な遊び、生活の場を与えて、その健全育成を図る 

 （平成9年の児童福祉法改正により法定化〈児童福祉法第6条の3第2項〉） 

【現状】（クラブ数及び児童数は平成２５年５月現在） 

【事業に対する国の助成［児童育成事業費（特別会計）から事業実施市町村への補助］】 

・「子ども・子育てビジョン」（平成２２年１月２９日閣議決定） 
  ⇒平成２６年度末までに１１１万人（小学校１～３ 年生の３２％＝３人に１人）の受入児童数をめざす 

  

 ○運営費 か所数の増（27,029か所→27,750か所） 
  ・概ね1/2を保護者負担で賄うことを想定。 

  ・残りの1/2分について、児童数が10人以上で、原則、長期休暇（８時間以上開所）を 

   含む年間250日以上開設するクラブに補助。 
  ・例：児童数が40人の場合、1クラブ当たり基準額：340.8万円 

                           （総事業費681.7万円） 
  ・学校の余裕教室等を改修する場合（基準額：700万円）、備品購入のみの場合 

   （基準額：100万円）も助成。 

 ○整備費 

  ・新たに施設を創設する場合（基準額：2,150.4万円）のほか、平成25年度より、改築、大規模修繕及び拡張の整備区分を追加。 

      

  ※運営費は、国・都道府県・市町村が3分の1ずつ負担。整備費（創設、改築等）は、国・都道府県・設置者が3分の1ずつ負担。 

    整備費（改修・備品購入）は、国・都道府県・市町村が3分の1ずつ負担。 

○平成２６年度概算要求   ３２６．３億円 運営費の負担の考え方 
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［参考：クラブ数、登録児童数及び利用できなかった児童数の推移］

（か所） （人）

※各年５月１日現在（育成環境課調）

 平成２５年では、クラブ数は２万１，４８２か所、登録児童数は８８万９，２０５人となっており、平成１０年と比較すると、 

 クラブ数は約２．２倍、児童数は約２．６倍となっている。また、クラブを利用できなかった児童数（待機児童数）は、    

 ８，６８９人(最大の１９年に比べて約６割)となった。 

放課後児童クラブ数及び登録児童数等の推移 
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17:00まで

377か所(2%)

17:01～18:00

7,700か所
(36%)

18:01～19:00

12,220か所
(57%)

19:01以降

1,185か所（5%）
9人以下

618か所（3%）

10～19人

2,155か所
(10%)

20～35人

5,936か所
(28%)

36～45人

4,945か所
(23%)

46～55人

3,341か所
(15%)

56～70人

3,025か所
(14%)

71人以上

1,462か所
(7%)

17:00まで

1,445か所(9%)

17:01～18:00

9,028か所
(54%)

18:01～19:00

5,742か所
(34%)

19:01以降

470か所（3%）

9人以下

586か所（3%）

10～19人

1,992か所
(12%)

20～35人

4,359か所
(26%)

36～70人

7,300か所
(44%)

71人以上

2,448か所
(15%)

放課後児童クラブの現状 
○規模別実施状況 

登録児童数の人数規模別でみると、４５人までの
クラブが全体の約６５％を占める。 

○終了時刻の状況（平日） 

１８時を超えて開所しているクラブが全体の６割
を占める。 

○設置場所の状況 

設置場所では、学校の余裕教室が約２８％、学校
敷地内の専用施設が約２４％、児童館が約１３％
であり、これらで全体の約６５％を占める。 

○登録児童の学年別の状況 

小学校１年生から３年生までで全体の約９割 

を占める。 

※平成２５年５月１日現在（育成環境課調） 

（参考）１９年 （参考）１９年 

学校

余裕教室

4,759か所
(29%)

学校

敷地内

3,047か所
(18%)

児童館

2,595か所
(16%)

公的施設等

2,592か所

(15%)

その他

3,692か所

(22%)

（参考）１９年 

１年生

27万人
(36%)

２年生

24万人
(31%)

３年生

17万人
(23%)

４年生

以上他

7万人

(10%)

（参考）１９年 

※19年調査では、36人～70人の
内訳は把握していない 

学校

余裕教室

6,044か所

(28%)

学校

敷地内

5,185か所

(24%)

児童館

2,742か所
(13%)

公的施設

等

3,198か所

(15%)

その他

4,313か所
(20%)

１年生

31.2万人
(35%)

２年生

26.4万人
(30%)

３年生

20.3万人
(23%)

４年生

6.4万人
(7%)

５年生

2.8万人
(3%)

６年生

1.7万人
(2%)

その他

0.2万人
(0%)
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27,364
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※平成２５年５月１日現在（育成環境課調） 

放課後児童指導員の資格の状況 

注１：（ ）内は昨年の数値である。数値はボランティアを含めず、常勤・非常勤を区別しない。また、１人の指導員に対し、１つの資格を計上。 

注２：「その他３８条」は「保育士・幼稚園教諭」、「幼稚園以外の教諭」、「児童福祉経験有り」以外で児童福祉施設の設備及び運営に関する基準第３８条第２項
に該当する者の基準。 

注３：放課後児童健全育成事業実施要綱及び放課後児童クラブガイドラインにおいて、放課後児童指導員は児童福祉施設の設備及び運営に関する基準第３８
条に規定する児童の遊びを指導する者が望ましいとしている。 
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○  放課後児童指導員は児童福祉施設の設備及び運営に関する基準第38条に規定する児童の遊びを指導する
者が望ましいとしているが、約２５%は、資格なしとなっている。 

総数８９，４８６人 
（８６，４５７人） 

 30.6％  
（31.2％） 

 20.4％
（20.3％） 

 20.1％
（16.7％）  3.2％   

（3.0％） 

 25.6％
（28.8％） 



20,899か所 

（97.3%） 

583か所（2.7%） 
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○ 現状では、ほぼすべてのクラブが専用スペースを確保している。 
○ 約８割のクラブで児童１人当たり1.65㎡以上のスペースを確保している。 

専用スペースの設置状況について 

※平成２５年５月１日現在（育成環境課調） 

専用スペースの設置状況 

児童１人当たりの面積 

１．６５㎡未満   
５，３２２か所（２４．８％） 

N = 21,482か所 

N = 21,482か所 

※平成２５年５月１日現在（育成環境課調） 

１．６５㎡以上  
１６，１６０か所（７５．２％） 

※ここでの「専用スペース」とは、放課後児童
クラブの実施時間に専用で利用できる部屋又
はスペースをいう。 
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○ 現状では、６割強のクラブが静養スペースを確保している。 

静養スペースの設置状況について 

※平成２５年５月１日現在（育成環境課調） 

静養スペースあり 
13,978か所 
（65.1％） 

静養スペースなし 
7,504か所 
（34.9％） 

6 

N = 21,482か所 

※ここでの「静養スペース」とは、専用室等の
一角を間仕切り等して、休息できる空間を含
む。 



○ 現状、ほとんどのクラブが２５０日以上開所しており、２８０日以上開所しているクラブは約
８割となっている。  

開所日数の状況について 

※平成２５年５月１日現在（育成環境課調） 
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N = 21,482か所 

クラブ数（か所） 

（開設日数） 



17:00まで

667か所(3%)

17:01～18:00

7,600か所
(36%)18:01～19:00

11,992か所
(56%)

19:01以降

1,150か所（5%）
17:00まで

377か所(2%)

17:01～18:00

7,700か所
(36%)

18:01～19:00

12,220か所
(57%)

19:01以降

1,185か所（5%）

17:00まで

1,447か所(8%)

17:01～18:00

8,704か所
(50%)

18:01～19:00

6,700か所
(38%)

19:01以降

609か所（3%）

17:00まで

1,147か所(6%)

17:01～18:00

8,969か所
(51%)

18:01～19:00

6,831か所
(39%)

19:01以降

624か所（4%）

放課後児童クラブの終了時刻について 

○終了時刻の状況（平日） 

○ 平日・休日ともに、１８：０１以降に閉所するクラブが全体の６割を超える。 
○ 平日と休日とを比較して、終了時刻に大きな差は見られない。 

※平成２５年５月１日現在（育成環境課調） 

（参考）２０年 

○終了時刻の状況（休日） 

（参考）２０年 

※平成２５年５月１日現在（育成環境課調） 
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放課後児童クラブの終了時刻の推移等について 

（クラブ数） 

【平日の終了時刻の推移】 

○ 終了時刻は18:00までに終了するクラブが減り、18:00を越えて開設するクラブ数が年々増加している。 

9 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※放課後児童クラブは平成２５年５月１日現在（育成環境課調）、保育所は平成２３年１０月１日現在（社会福祉施設等調査報告） 
※放課後児童クラブは平日における終了時刻 

18:01以降に閉所は、クラブが62.4％となっているのに対し、保育所は84.7％となっている。 

終了時刻 
17:00 
以前 

17:01～ 
18:00 

18:01～ 
19:00 

19:01 
以降 

計 

 放課後児童クラブ 
か所数 377 7,700 12,220 1,185 21,482 

（割合） 1.8% 35.8% 56.9% 5.5% 100.0% 

 保育所 
か所数 228 3,091 14,038 4,394 21,751 

（割合） 1.0% 14.2% 64.5% 20.2% 100.0% 

【放課後児童クラブと保育所との終了時間の比較】 

10.740か所

（70.7%）
10,598か所

（66.8%）

10,473か所

（62.8%）
10,116か所

（57.6%）
9,875か所

（53.5%）
9,579か所

（48.1%）

9,160か所

(44.6％)
8,537か所

（40.5％）
8,077か所

(37.6%)
4,159か所

(27.4%)

4,882か所

(30.8%)

5,742か所

(34.4%)

6,831か所

(38.9%)
7,909か所

(42.8%)

9,506か所

(47.7%)

10,410か所

(50.7%)

11,459か所

(54.4%)
12,220か所

(56.9%)

285か所

(1.9%) 

377か所

(2.4%)

470か所

(2.8%) 

624か所

(3.6%) 

682か所

(3.7%)

837か所

(4.2%)

960か所

(4.7%)

1,061か所

(5.0%)

1,185か所

(5.5%)

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年

18:00以前

18:01～19:00

19:01以降

（注１） 各年５月１日現在（育成環境課調） 
（注２） （ ）内は、各年の総数に占める割合 

（注３） 長期休暇のみ開所するクラブを除く 



6:59以前

4か所(0%)

7:00～7:59

2,132か所
(12%)

8:00～8:59

13,092か所
(75%)

9:00～9:59

2,070か所

（12%）

10：00以降

162か所
(1%)

11:00以前

2,717か所(16%)

11:01～12:00

1,808か所
(10%)

12:01～13:00

8,249か所
(47%)

13:01～14:00

4,107か所（23%）

14：01以降

690か所
(4%)

11:00以前

2,963か所(14%) 11:01～12:00

2,299か所
(11%)

12:01～13:00

7,321か所
(34%)

13:01～14:00

6,639か所（31%）

14：01以降

2,260か所
(10%)

放課後児童クラブの開所時刻について 

○開所時刻の状況（平日） 

○ 平日は、１２：０１～１４：００の間に開所するクラブが全体の約６割を占めるが、開所時間にはバラツキがある。 
○ 休日は、ほとんどのクラブが８：５９以前に開所している。 

※平成２５年５月１日現在（育成環境課調） 

（参考）２０年 

○開所時刻の状況（休日） 

（参考）２０年 

※平成２５年５月１日現在（育成環境課調） 
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6:59以前

12か所(0%)

7:00～7:59

4,329か所
(20%)

8:00～8:59

16,021か所
(75%)

9:00～9:59

998か所（5%）

10：00以降

49か所
(0%)



放課後児童クラブにおける障害児の受入推進について 

【障害児の受入推進のための国の補助】  

＜運営費＞ 

○ 放課後児童クラブに対し運営経費に係る補助を実施しているが、障害児 

を受入れるクラブには、個々の障害の程度等に応じた適切な対応が必要な 

ことから、専門的知識等を有する指導員を配置するために必要な経費を、 

上乗せ補助している。  

※１クラブ当たり加算補助額（年額） １，６０８千円（平成２５年度予算） 

＜整備費＞ 

○ 障害児を受入れるために必要なバリアフリー等の改修経費についても 

別途補助。 

※補助額：１，０００千円（平成２５年度予算） 

  

○ 障害児の受入クラブ数及び受入児童数は、年々、着実に増加。※平成２５年５月現在 １１，０５０クラブ、２５，３３８人 

○ 平成２５年においては、障害児受入クラブ数及び障害児数ともに、調査開始時と比較して２．７倍以上に増加。 

【障害児受入クラブ数及び障害児数の現状及び推移】 

4,063か所

（29.7%）

4,471か所

（30.9%）

5,087か所

（33.5%）

5,870か所

（37.0%）

6,538か所

（39.2%）

7,477か所

（42.5%）

8,330か所

(45.1%)

9,120か所

（45.7%）

9,788か所

(47.6%)

10,460か所

（49.6%）

11,050か所

(51.4%)

9,289人

［1.6%］

10,979人

［1.7%］

12,656人

［1.8%］

14,409人

［1.9%］

16,564人

［2.1%］

18,070人

[2.2％]

19,719人

［2.4％］

21,534人

［2.6％］

23,424人

［2.7％］

25,338人

［2.8%］

平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成24年 平成25年

（単位：か所、人）

障害児受入クラブ数 障害児数

（注１）各年５月１日現在（育成環境課調） 

（注２） （ ）内は、全クラブ数に占める割合、［ ］内は全登録児童数に占める割合 

（注３）クラブ数は平成１５年から、障害児数は平成１６年から調査 

［障害児受入推進に係る補助事業の沿革］ 

  平成１３年度 障害児受入促進試行事業の創設 

          ［障害児を４人以上受入れるクラブへの加算］ 

  平成１５年度 人数要件の緩和［障害児４人以上→２人以上］ 

  平成１８年度 人数要件の撤廃［障害児２人以上→１人以上］ 

  平成２０年度・市町村が認めた専門的知識等を有する指導員 

           を各クラブに配置する補助方式へ変更 

          ・１クラブ当たり加算補助額（年額）の大幅な増 

            687千円→1,421千円 
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「放課後子どもプラン」の概要 
 

  地域社会の中で、放課後等に子供たちの安全で健やかな居場所づくりを推進するため、各市町村において、 
教育委員会が主導して、福祉部局と連携を図り、原則として、すべての小学校区において、文部科学省の「放課
後子供教室」と厚生労働省の「放課後児童クラブ」を一体的あるいは連携して実施する総合的な放課後対策（放
課後子どもプラン）を推進する。 

実施場所 

 

小学校（余裕教室） ２８．１％ 
  〃  （専用施設）  ２４．１％ 
児童館 １２．８％ 
その他（専用施設、既存公的施設など） ３５．０％ 
                        （平成２５年５月） 

 指導者 

実施か所数 ２１，４８２か所（平成２５年５月） １０，３７６か所（平成２５年度） 

趣旨・目的 

 趣 旨 

「放課後子どもプラン推進事業」 

 

小学校 ７１．３％ 
公民館 １３．２％ 
児童館  ３．４％ 
その他（中学校、特別支援学校など） １２．１％ 
                           （平成２５年度） 

 すべての子供を対象として、安全・安心な子供の活
動拠点（居場所）を設け、地域の方々の参画を得て、
学習やスポーツ・文化芸術活動、地域住民との交流
活動等の機会を提供する取組を推進する。 

 共働き家庭など留守家庭のおおむね10歳未満の
児童に対して、放課後に適切な遊びや生活の場を与
えて、その健全な育成を図る。（児童福祉法第６条３
第２項に規定） 

放課後子供教室 （文部科学省） 放課後児童クラブ （厚生労働省） 

放課後児童指導員（専任） 

開設日数 １１１日 （平成２５年度平均） 

原則としてすべての小学
校区での実施を目指す 

原則として長期休暇を含む年間２５０日以上 

地域の協力者等 
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